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～ 自らの生活を開拓し 創造する生きがいを求めて ～ 
                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

 充実した日々を過ごすために 
                                                    

 校 長  大 城 亮 二 

 

 今年も残り１ヶ月となりましたが、１１月に入りコロナの感染が急拡大しており予断を許

さない状況が続いています。道内では新規感染者が過去最高の９０００人超えを記録するな

ど、第８波が到来していることを実感します。学校では今まで以上に，感染防止対策として、

マスクの着用や手洗い・手指消毒・換気の徹底など励行していきます。ご家庭においても風

邪症状がある場合には決して無理をせず、自宅で療養するようご協力よろしくお願い致しま

す。 

 １１月中旬から、学校では１・２年生を対象に生徒と担任との教育相談を実施致しました。

３年生は生徒・保護者と担任での三者懇談を行い、高校の進路をメインにした懇談を行いま

した。相談の中では、学習や生活・部活動などいろいろな話し合いがされたことと思います。

満足のいく時間となったでしょうか。これから３年生にとっては正念場となる時期を迎えま

す。自己健康管理をしっかりと行い、インフルエンザやコロナに感染しないよう注意しなが

ら充実した生活を送ってほしいものです。 

  昨年、スポーツ庁から土日の中学校運動部活動・文化部活動について、地域に移行する内

容や方向性が提言されました。部活動の目的は、スポーツや芸術文化等の活動機会であると

ともに、貴重な人間形成の機会です。しかし、法令上では、教員の勤務として位置付けられ

ておらず、教員の献身的な行動（ボランティア）によって支えられているのが現状です。ま

た、生徒数の減少により、適切な規模での活動が困難な地域も見られてきました。文部科学

省では、生徒にとって望ましい部活動の実現と教員の負担軽減を両立させるため、部活動を

学校単位から地域単位へ移行して行く方針を示しています。このような国の方針に基づき、

令和５年度以降に３年間かけて、休日の部活動を段 

階的に地域へ移行することを目指し、取組等の検討 

を進めていくことになります。現在、旭川市におい 

ても部活動の地域移行についての準備を進めていま 

す。部活動の地域移行については、指導者の問題や 

使用施設の問題、活動費の問題、事故の責任問題な 

ど様々な課題があります。今後、自治体が中心とな 

り準備を進めていくことになりますが、部活動の主 

役である子どもたちに不利益が生じないよう部活動 

の地域移行が進むことを願うばかりです。 



より良い学校生活を目指して 
～メニメニＳＫＤプロジェクト～ 
スマイル（笑顔）、カインド（優しさ）、ド

リーム（夢）を増やすことで、より良い春中を

つくる事を目指す、メニメニＳＫＤプロジェク

トが、生徒会本部を中心に進められています。 

１１月は、１学期に各学級で立てたＳＫＤｓ

目標にどれだけ近づけたかを振り返りました。

１１月２８日（月）のリモートでの集会では、

各学級から「学級として成長したところ」、「改

善していきたいところ」、「今後取り組みたい

こと」などが発表されました。また、メニメニ

ＳＫＤ標語コンクールの表彰も行われました。 

今後も、一人一人が自分にできることを考え

ながら、より良い春中を全校生徒でつくりあげ

ていきましょう。 

 
 
                

                                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １・２学年の教育相談、３学年の三者懇談にご協力 
いただきありがとうございました。 
 ７日（水）は参観日となっています。急な変更で、 
申し訳ありませんが、学年・学級懇談は中止とさせて 
いただきました。授業参観は予定通り実施しますので、 
よろしくお願い致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１２月予定 
 ７日（水）参観日 

１４日（水）職員会議 

１５日（木）常任委員会 

１９日（月）全校集会 

２１日（水）弁当の日 

 

２３日（金）２学期終業式 

２４日（土）冬季休業 

（～１月１２日） 

２９日（木）学校閉庁日 

（～１月３日） 

※閉庁日は職員不在に 

なります。 

メニメニＳＫＤ標語 

最優秀賞 『悔しくて 流す涙は 夢の道』 

 

優秀賞 『夢目指し 自分の翼 育てよう』 

 

『灯る夢 水面に移ろう 数多の希望』 

 

『今出来る やりたい事を 全力で』 

 

会長賞  『カシャッ 春中の歴史 三脚で』 

 

１年協議会賞『夢を追い 未来羽ばたけ 春中生』 

 

２年協議会賞『優しさは 笑顔と夢が 降ってくる』 

 

３年協議会賞 

『夢あれば そこにむかって 進むだけ』 

 

 

春中生の活躍 

道北小中学生新聞スクラップコンクール 

優秀賞 ２年 ２名 

中川町短歌フェスティバル 小中学生の部  

優秀賞 ２年 １名 

佳 作 ３年 ２名，  ２年 １名 

青少年読書感想文全道コンクール 

 北海道知事賞  ３年 １名 

 優  秀  賞  ３年 １名 

旭川市児童生徒読書感想文コンクール   

図書館協会長賞 ３年 １名 

優  秀  賞 ３年 ４名 

旭川中地区納税貯蓄組合税についての作文 

 会長賞     ２年 １名 

全国中学生人権作文コンテスト 

 優秀賞     ２年 １名 

全道学校書道展 

 秀 作     ２年 １名 

旭川・道北地区カブスリーグＵ―１５  

優秀選手賞   ３年 １名 

北海道中学生新人バドミントン大会旭川予選会 

男子シングルス 優 勝 ２年  １名 

        第３位 １年  １名 

男子ダブルス 

第５位 ２年・１年 各１名 

女子ダブルス   

第５位    ２年  ２名 

生き方を見つめ直す 

～職業講話（２学年）～ 

11月８日(火)に２学年の職業講話が実施されました。

市立病院、グループホーム和が家、高台小、ラーメンさ

いじょう、理容美容専門学校、荒井建設、ホテルグラン

デ旭川、陸上自衛隊の８つの職場から講師を迎え、働く

ことに関わる講話や体験が実施さました。あわせて、ビ

ジネスマナー講座やドリームマップ作り、履歴書作成な

どの学習も行い、２年生にとっては、職業に関する理解

を深め、自分の生き方を改めて考える機会になりました。 


